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外洋の表層部には浮遊性有孔虫と総称される単細胞の

生物が,珪藻やその他のプランクトンと共に生息してい

る。これは,4ヽ さな石灰質の殻をもっていて,殻にあい
た孔から原形質を長くのばしてエサをとり,同時に抵抗
を増して沈下を防ぐ。死殻は時に大洋底に集積してグロ

ビグリチ軟泥となることがある。グロビグリナというの

はこのグループの代表的な属の名称である。

図はその一種の走査電顕写真である。舌をかみそうな

長い学名をもったこの種は,今から約 185万年前 (第四
紀初頭うに出現し,現在まで世界中の暖流域に棲んでい

る。実はこの種は,地層を古い方から新しい方へ順に調
べていつてこの種が出現した層準をもって第四紀の始り

と判定する,その基準として世界中で使われているため

に大変有名な種類である。海流にのって広く分布するの

で, 日本とヨーロッパといった遠く離れた地域の間の地

層の同時性を証明するのに有用である。

(地質・鎮西清高 )

東 京 大 学 理 学 部

昭和 51年 2月
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故 安 倍 亮 君 と 数 学 概 論

この 3月 に満60才 の停年に達するので,理学部広

報に何か想い出か感想などを寄稿するようにと,お

すナめがあった。日本人の平均寿命が延びたために,

60才 では長生きをしたという感じはなくなった。 し

かし,思 い起すと若 くて亡くなつた友人や後輩の人

々のことが偲ばれる。私にとって何時までも強 く影

響を与えてくれるのは,昭和20年 11月 に 31才 の若さ

で病気で亡 くなられた安倍亮君のことである。

安倍君は旧制東京高校で私より2年 の先輩であつ

たが,病気のため後れて卒業の時に同学年となり,

さらに東大物理学科を志望 したが身体検査で不合格

となり,翌年改めて数学科に入学した。安倍君がど

んなに温い人柄であり,大 きい人物であり,豊な才

能に恵まれていたかについては,既に述べたことも

あるので,今回は他の話題について述べたい。

安倍君は昭和 14年 に数学科を卒業 し,やがて数学

科の専任講師となった。当時の理学部では,天文・

物理・地震の諸学科の学生は,物理数学の他は微分

積分学や函数論の講義を数学科の学生 と一緒に聴 く

ことになっていた。それに対 して,化学・生物・地

学の学生のために,別 1/C数学の講義が設けられてい

た。安倍君は短期間ではあったが,そ の講義を受持

っていた。当時その講義に出席した一人の学生から

その講義ノートを頂いていたが,最近たまたま本棚

を整理 している中にそれが見つかつた。

これは旧制時代の講義で旧制高校の解析幾何と微

積分の上に続 くものである。これを現在の制度の中

にあてはめれば,ほぼ第 2学年の前半または後半の

講義に当るものであろう。この安倍君の講義が現在

第 2学年前半のいわゆる臨時カリキュラムでの数学

や,後半の理学部共通の数学講義の内容として,そ

のままあてはまるかどうかは別として,大 いに参考

になるものと思われる。その内容は大別 して,第 I

部 :線型代数,第 1部 :微 分方程式および函数論 と

なっている。

線型代数については, まず 3次元空間の場合につ

いて簡単に説明 した後に, n次元ベタトル空間と 1

次変換について述べ,つ いで 1次方程式と行列式に

及んでいる。これらの部分は,今 日では第 1学年の

線型代数の講義の中で行なわれている。

田 敬  義  (数学)

第 1部以降の解析の部分については,その部分的

な扱い方については,或は Ooura nt― Hilbe rt等 のテ

キストで取 り扱われている方法 と一致するところも

あろうが, トビツクの選択と全体の配列については,

多くの工大がなされていると思われる。以下章・節

1/C整理 して列記 しよう。

1 常微分方程式

§1 解の一般性質
§2 -階 方程式,初等解法
§3 三階方程式
§4 解の存在と単一性,Lipschitzの 条件
§5 線型微分方程式, n階 方程式,定数係数の

場合,固有値 と単因子

I Fourier級数とFourier変換

§1 振動方程式 :∂
2u/∂
t2=c2∂ 2ヴδx2,変数

分離法 ,

§2

§3

Fourier級 数,FOurier展開,Fej`rの定

理 ,

Fo urier積 分,Dirichletの 定理 ,Follrier

変換 ,

Ⅲ いろいろの偏微分方程式
§1 熱伝導方程式 :∂ u/ね t=a′ u,

(|)1次元 u=u(x,1)の 場合 ,
(||)u=u(r,1)の 場合,(3次 元 ),
(|||)u=u(r,θ ,9,1)=V(r,t)Y(θ ,9)
の場合, Laplaceの 球函数とLegendre

多頂式 ,

Gv)V(r,t)=T(t)・ R(r)の 場合,B essel

方程式とBessel函数

§2 Laplace方程式 ′u=oと Dirichlet問題

(|)u=u(ρ ,9),Poisso n積 分 (2次元 )
(1)u=R(r)Y(θ ,9)と球函数
Gl)円 筒座標とBessel函数

§3 膜の振動 と波動方程式 ∂2u/at2=c2zu,

(|)u=T(1)・ X6)・ YG) (長 方形 )
(1)u=T(t)・ V(ρ,9)  (円 形 )
§4 S chr6dingerの 波動方程式 HF十 (h/i)
(∂ ψ/∂ t)=0

(|)″=ψ (q)・ T(1),Hermite方 程 式 と

Hermite多項式

河

●



(1)ψ=R(F)Y(θ ,P),Laguerrc多項式

§5.総 括
固有値,固有函数,直交条件,直交展開

複素函数論

§

§

§

§

§

§

1.複素平面,複素函数,ベ キ級数
2 微分可能性,O atlc貯―Riemann微 分方程式
3 Cauchyの 定理 ,積分表示
4 極,Laurent展開,解析接続
5 ′函数,B函数
6 線型三階常微分方程式,Bessel型 ,解の展
開

§7.Bcssel函 数の積分表示

河田敬義先生は昭和 30年 ,教養学部教授から本学

部に移 られ今日に至 りました。その間 (46年～49年 )

文部省統計数理研究所長も勤められました。

先生の御研究は整数論 ・代数学・確率論・位相数

学など広い範囲に亘つており,各分野で重要な仕事

を遺 してぉられます。その中心を占めるのは,整数

論とくrCアベール拡大の理論に関する,昭和 25年か

ら35年頃 lrcかけての一連の仕事であろうと思います。

詳しい説明は略 しますが,こ こで先生は,EoArtin

の創始による「類構造Jの理論の応用によって,従

来 よりも一層広い範囲の種々のアベール拡大の理論

を構成され,特 にこの方面で指導的役割を果 してこ

られました。先生の類構造に関する一連の論文の最

終篇 (先生の58篇 におよぶ欧文学術論文のうち51番

目 )が 出たのが昭和 35年 であり,私 はこの頃本学部

数学科に進学 してきた為か,整数論の研究者 として

の先生の姿に直接触れさせていただく機会を多く持

てる為にはやや遅れすぎたようで,そ の点残念に思

います。

先生は17冊 に及ぶ邦文の啓蒙的な入門書 も書いて

おられ,私共多 くの者がその書によって新しい分野

の勉強をさせていただ.き ました。先生の為された多

くの講義 も,やはり,啓蒙的であると同時 1/C非常に

準備がよく行き届いていて明快であり,聴いている者
に意欲 と共に一種の安心感を与えて下さいました。

セミナー1/Cお いても,先生は非常によく学生や若
い人の話を (と きには変な話でも最後まで熱心に )

以上をながめて見ると,そ の材料の豊富なことに

驚 く。これらが,い ろいろの物理的実例の簡潔な説

明を伴ってなされていることは,安倍君が数学,物
理等にわたる広い知識と理解をもっていたことを示

している。安倍君の専門はどちらかというと幾何学

やLie群 などの分野であつた。

安倍君が亡 くなってもう30年以上の歳月がたつ。

その間私にとって公私にわたって判断に迷 うことに

出あうこともあった。もしも安倍君が今そばにいて

くれたならば,何 と言つてくれるであろうか, とい

うのが其の時々の私の反省であった。現在の私 もそ

の心境である。

原 康  隆 (数学)

河田先生の近影

聴かれて有効な助言や暖かい励ましを与えられまし

た。緊張 と不安の連続に毎 日を過 している「研究者

の卵J時代の人間にとって,「いつでもどんな話で

も」聴いて下さる先生は非常に有難いものであり,

私も何度か心から有難 〈思ったことでした。

先生は,既 に独立 して他大学等へ就職 した研究者

の面作1も (博士論文,留学,国際会議を開いて話さ

せて元気づける,等 々 )非常によく見てこられ,多

くの研究者を育成されました。先生にもり立ててい

達私
レ
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ただいた事 を感謝 している人間は (私 もその一人で

すが )数知れません。

その他 ,学会関係の仕事等 ,管理・運営面の仕事

迄,非 常に手広 く意慾的に こなしてこられたのは驚

くばか りです。 これ らすべて,先 生の深い善意 と献

身のたま ものであり,そ の遺産は私達 lrcと って大変

有難い ものですが, これ らが先生御自身の研究時間

の犠牲の上 に立 っている事を考えると,複雑 な気持

にな らざるを得 ません。

いろいろな組織が大 きくなった事 もありますが,

これか らは,先生の ように各方面 に亘つて超人的な

働 さをされる方に待つことな く,東大で引 き受ける

仕事の種類その ものをもう少 し減 らしては しいと,

私は思います。科学者に研究時間の寸断を強いる大

義名分 (公 用 も含む )は ,選ばれた (ご く必要度の

昭和 10年 4月 に私は数学科の 1年生 rCな った。高

木先生の微積分学,中川先生の解析幾何学,末綱先

生の代数学 ,寺沢先生の力学が 1年の必修であつた。

講義は午前中で午后は演習の時間になっていた。微

積分学と力学 とは現在の東大出IIP会 の建物のあたり

lFCあ った木造の仮教室で行なわれ,物理や天文の学

生 も一しよであっ/c。 微積分学の演習は弥永先生 ,力

学の演習は小谷先生がうけもたれた。力学の演習の

ときは,数学の学生は大てい後の方にいて,先生が

問題を黒板に書き終って出てゆかれると,_/1室をぬ

け出して第 2食堂 (現在と同じところ。昔の方がよ

かったような気がする )へ わ茶をのみにいったりし

た。中川先生 と末綱先生は演習も御自分でなさって,

数学科だけなので人数 も少なくぬけ出すどころでは

なかった。中川先生は学生の名を一人一人おぼえて

おられたようである。末綱先生は学生が黒板の前で

少しでももたつくと容赦なく大声で叱責された。演

習の時間が終るとにっとしたものである。末綱先生

の演習 rC出 た問題を小平君がみごとな方法で解いて

先生のすすめて小平君は学会 (数学物理学会 )でそ

の話をされた。 1年から2年 になるとき高木先生が

停年でおやめになった。私達のクラスが高木先生の

講義をきいた最後だつたわけである。 2年 では竹内

先生の関数論と掛谷先生の微分方程式の二つが必修

高い )も のだけであってほしいと思います。少 くも

その種類を増やさない為に,私達は各自,自 分の時
間をよリー層大切にすることから出発 したt/・ ,そ し
てそれによって他人の時間が大切であることの認識

も一層深めてゆきたい,そ してお互いに科学者とし
ての初志を年 と共 lrc捨 てないですむようになったら

と思います。

河田先生の献身的御活躍に感動し深い恩恵 lrcぁ ず

かり感謝 しながら,一方先生の払われた犠牲,非力
な私達,そ してこれからの事などを考えて, 日頃思

っていた事 も合わせてこの機会に書かせていたださ

ました。

御退官後の先生は,上智大学において教鞭をとら

れます。先生の益々の御健勝を心より祈 りつつ,拙
い一文を終ります。

茂  (数学 )

で,二人とも演習も御 自分でなさった。 3年 での必

修は数学講究だけで,私は中村君,自 石君 と一しょ

に掛谷先生のセヾナーについた。前半では P icard―

Vessiotの理論,後半ではWeyl:Die ldee der

Riemannschen Flacheを 勉強した。掛谷先生は学

生の話に少 しでも不満があるとす ぐ質問された。自

分の番でないときでも君はどう思 うと質問の矢がと

んできた。自分のアイデイアを出すと大へん喜ばれ

た。時には
uこ の前のあの部分はこう考えるといい "

と御自身で話をされセミナーが先生の講義の時間に

なってしまうこともあった。必修科目の他にいくつ

かの選択科目をとる必要があつた。選択科目には球

面元文学・最小二乗法,確率・統計,変分法,積分

方程式,代数・整数論……などがあつた。弥永先生

のヒルベル ト空間の講義 もあった。

授業以外では何人かでAlexandroff― Hopf:To―

polo gieの 輪講をした。これはだいぶ長 くかかった。

クラスのほとんど全員で動物園へ行ったリハイキン

グにでかけたことなど昨日のことのように思い出さ

れる。

間に戦争をはさみ,制度 も変ったので比較 しに〈

いけれど,私 の学生のころと現在とでは講義内容の

共通部分は空集合である。lo年先,20年先はどんな

になるだろうか。

ろの生学
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授教茂屋古

村木

古屋茂先生が教養学部基礎科学科から本学部数学

科へ正式に移られたのは昭和45年 10月 でしたが,既

1/C昭 和42年 から併任教授 として計画数学講座を担当

されてこられました。先生が本数学教室で教鞭をと

るようになられたのはもっと古ぐ昭和30年 か らでし

た。

計画数学という言葉がある人には耳新 しいように,

この講座は昭和40年 に始まる数学科増設の際設けら

れたものの一つです。この講座が設けられた必然性

は学問的1/C見 て当然のこととはいえ,新講座設立に

はそれを担当するの 1/6ふ さわしい人が必要です。で

すから,そ の時すでにこの分野での第一人者であっ

た先生の存在が, この講座新設に大きく影響 したと

言つてい過言でしょうか。

先生の御活躍の全貌をここで述べることはとても

できませんが,その一端でも触れることができれば

と思います。

先生は昭和13年本学部数学科を御卒業になりまし

た。この学年は小平邦彦 ,河 田敬義両先生を初め伊

藤清先生 (現京大数理解析研究所教授,伊藤清三教

授の御令兄 )な ど鋼綾 たる数学者を輩出したクラス

として有名です。一年間大学院で研鑽をつまれた後,

昭和14年九大数学科助手になられ,翌 15年 同講師 1/C

進まれました。昭和16年 中央航空研究所へ転出され,

さらに鉄道技術研究所へ移られた後,昭和25年 立教

大学数学科教授になられました。先生が中央航空研

究所,鉄道技術研究所へ行かれた経緯はよく存じま

せんが,先生が応用数学へなみなみならぬ情熱をお

持ちであったことは想像に難 くありません。

立教大学へ移 られてからも,非線形振動論,境界

値問題などで立派なお仕事をなさいましたが,戦後

生まれ急速に発展しつつあった応用数学の諸分野 ,

線形計画法 ,動的計画法,制御理論,組合せ数学 ,

情報理論,数値解析などを精力的に吸収され,その

研究,教 育および普及に尽力されました。

昭和36年本学教養学部に移られ,基礎科学科新設

に伴い昭和38年基礎数学講座を担当なされ,前述の

如〈昭和45年理学部へ配置換になられました。基礎

科学科創設の計画は先生が駒場へ移られる前からあ

ったわけですが,当 時の駒場数学教室が,基礎科設

俊 房  (数学)

古屋教授の近影

立の議に参加 し設立後はその数学部門を担当するの

にふさわしい人は先生を措いていないと判断 したの

は,当然といえば当然のことでした。

先生が九大数学科へ赴任された昭和14年 は数学科

新設の年であり, 中央航空研究所へ移られたのはそ

の設立 2年後,立教大学へかわられたのは数学科新

設 1年後のことでした。 rp」 場,次 いで本郷へ移られ

たのは,前述のごと〈,新学科,新講座担当のため

でした。京大べ数理解析研究所が設置されたのは昭

和38年 でしたが,そ の設立準備のための一つとして

総合研究「数理科学」が発足するや,先生はその重

要なメンバーとして活躍され,昭和42年 から同研究

所教授を併任 しておられます。このように,先生が

常に新設の教室,研究所へ迎えられたのは,先生の

勝れた業績,行政手腕によるばかりでなく,時代に

先駆けて新分野に取り組まれた高い見識と深い情熱

によるものと推測 しております。

先生が応用数学にかける第一人者であることは既

に述べましたが,純枠数学においても勝れた学者で

あります。というより,純粋数学に勝れていたから

こそ,応用数学においても第一人者になられたとい

うべきでありましよう。事実,一年間の大学院時代

難
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AhifOrsの 被覆面の理論についての報告,連続幾何
学についての論文 (小平先生 と共著 ),正 規行列に
ついての論文 (近藤孝一氏と共著 )を 発表されてい

る程です。

先生は頭の回転が非常に早 く,た とえば,数学書
を読むのも実 lrC早 く, 2日 位で一冊の本を読すれて

しまうこともまれではありません。また,問題を解
くことがお得意で,そ の解さ方の見事さにはいつも

感心させられました。しかし,先生は御自分の明敏
さを人にお隠しになっているようです。

学内,学外を問わず,い ろいろな委員などを引受

けられましたが,先生はいつヽ真剣に問題を考え,
おざなりにするなどということは一度もありません

でした。昭和48,49年度日本数学会理事長を勤めら
れた時のことは印象的でした。数学会の制度に不備

な所があるのにお気付きになるや,そ の整備刷新に
黙々とお励みになりました。それを人にいうことも

ありませんでしたので,知 らない人が多いのは残念
でなりません。

聞 く所によると,東大定年の後は,青山学院大学
理工学部へ移られるそうですが,こ れからも我々を

御指導下さるよう心からお願い申し上げる次第です。

想回検巡

一エ

地質学教室での生活の特徴の

一つは,何 と言 つても野外調査
や野外巡検であろう。研究の面

でも教育の面 でも, これ らな く

して地質学は成 り立たない。一

方 これ らを通 じて,学生 とのつ

き合いにも,他教室の教官の場

合 とはまた 一段 と違 った味が出

て来 る。短いのは日帰 夕,一晩

泊 りか ら長いのは一週間 あるい

は半月 と,四六時中顔 をつ き合
して過す毎 日なのだから,互い

に猫をかぶ り通すわけ1/Cは いか

な くなる。

昨年末学部 3年生 と一緒に ,

伊豆半島西海岸沿いのある鉱山

へ巡検に行って来たが, これが学部学生 との最後の

野外巡検 となつた。私が学生 として初めて巡検に参

加 したのは,1937年 7月 坪井誠太郎・久野久両先生

の御指導で,筑 波山の塩基性岩を振り出しに日立変

成岩・常盤炭田第二紀層・双葉白亜紀層・霊山火山

を経て塩原火山へと1週間のいわゆる長期巡検だっ

た。この間約40年 ,学生・教官・研究者と場合によ

り立場は変っていても,い ったい何回 ぐらい巡検に

参加したことだったろうか。巡検 (excursi on)と い

うのは,地質学上典型的なまたは興味ある地質現象
を,それが露出しているところに行つて,直接自分
自身の日で観察 しかつ考えるための旅行であって,

見 辰  雄  (地質)

1975年 12月伊豆宇久須鉱山にて

初心者にとっても経験者に とっても,か かすことの

出来ない研究手段の一つである。 しか し正直なとこ

ろ,入 り立ての学生 にとっては,その場 では教官の

説明で判 ったような気にはなって も,後 々まではっ
きり残 って確実に自分のものとなる場合は,必 らず
しも多 くはないか も知れない。 しか し,経験 を積む
に従 って,僅 か半 日あるいは 1日 のような,例え短

期間のそれであっても,十 分効果を挙げ得る ように

なる。地質学関係の学会・討論会が開かれる際,国

内外を問わずほ とんど常にこの巡検旅行が日程の中

に組み入れ られているのも,そ れぞれの研究を進め

る上 に巡検参加が大きな意義を持 っているからであ

d



る。今年の 8月 オース トラニアのシ ドニー市で第25

回万国地質学会議が10日 間開かれるが,それぞれ rC

内容を異 にする巡検が会期前に29,会 期後に23,さ

らに会期中の週末を利用 して24と 数多 く組 まれてお

り,世界各国から集 った地質学者たちが各 自の興味

lFC応 して選んだ巡検 を,オ ース トラリア・ ニュージ

ーラン ド・パブアニユーギニアの各地に楽 しむこと

になろう。私 自身かって,日 本にいては知ることの

出来 ない30億年以上 も前のごく古い時代の岩石や鉱

床について,海外での巡検のか蔭でその一端 を知る

ことが出来 たのも,ほんの一例に過 ぎない。 に百聞

は一見に しかず "と の古諺は,正 i/C言い得て妙であ

る。

化石の中にいわゆる示時化石と呼ばれ るものがあ

る。これを見つければ,そ れを含む地層の堆積 した

時代の見当 をつけることが出来 るとい う役割 りを果

す ものである。長年の間の学生 とのつ き合いに,誰

でもを同程度 に記憶することはむずか しい。 こんな

場合,何かの特徴か ら級の中の一人二人をよく覚え

ていて,あ ヽあれの級か とす ぐ級分けの出来 ること

がある。つま リー種の示時化石だ。 この何かの特徴

とい うのを,巡検や野外調査の折の挙動か ら得る例
が極めて多い。かん じんの露頭の前では極めて不活

激だが,宿 に帰るととたんに意気軒昂 となった人,
汽車 の時刻表をよく覚えていてとても便利だつた人

地質学教室の立見辰雄先生はお名前から判るよう

に大正 5年辰年のお生れで,本年 2月 に満60才 を迎

えられこの春で定年退職される。先生は地質学教室

で鉱床学を専攻され,昭和14年 に御卒業の後,大学

院を経て昭和16年理学部助手となられた。その後資

源科学研究所,東大教養学部に籍をかかれたが,昭

和32年 より理学部へ戻られ,以来今日まで約20年 の

長さにわたって鉱床学の御研究と学生の指導に力を

そ いヽでこられた。

先生の御研究は一口に鉱床学 といっても多岐にわ

たっており, とても限られた紙面では御紹介 しされ

ないが,戦後 しばらくまでの間は満州や本邦の銀・
モリブデン・アンチモニーなどの鉱床について沢山

のす ぐれた記載的研究を発表された。その後塊状trt

どこか抜けていて始終注目を集めた人などなど,い
ろいろな例が挙げられる。学生の名誉のために,次
もつけ加えておこう。時に応 じて極めて適切な質問

をした夕意見を述べたりした人,あ るいは実に熱心

に観察・記録 した人など,は っき夕記憶 lFC残 ってい

る例 もある。もちろん,上 に挙げた夕Jが勉強の出来

不出来と常に正の相関々係にあるわけではない。そ

の後その人々が伸びたかどうかは,ま た別の問題で

ある。また当然のことながら,教官側 も学生から何
かと観察・批評されていたに違いない。

巡検の楽しさは学問以外にもある。前述のような

好露出は通常田舎や山奥に多い。鉱山もまた同様で

ある。従 って,例えば海外に出ても,われわれの行

動半径は都会のみに限られず,ぶ つうの日本人にと

ってはまった く縁の無いところも多い。いわゆる観

光地ではなく,素朴な田舎を旅行すると,それぞれ
の国の本当の姿を知ることが出来るような気がする。

旅好きの私にとつては,巡検の際の旅行を通じて,

忘れられない多 くの経験を積むことの出来たのは,

本当に幸せであった。

私が理学部に関係 したのは,1937年 4月 入学時か

ら1945年 6月 までと1957年 4月 以降との 2期間で ,

合計およそ30年 弱となる。 これまでの人生のちょぅ

ど半分を理学部 2号館で暮 したわけだ。想い返せば

ずい分長い期間である。

英 彦 (地質)

化物鉱床とよばれる型の鉱床に興味をむけられ,宮

崎県の槙峯鉱山の鉱床について詳細な御研究を学位

論文として発表された。つづいて秋田地方などに多

くみられる黒鉱鉱床にも手を拡げられ,鉱床研究室
の前の教授であられた渡辺武男先生 と共に,黒鉱鉱

床の成因について従来の説を破って新たに海底噴気

堆積説をうちたてられた。これによれば黒鉱鉱床は

最 も新 しい時代の塊状硫化物鉱床の一つのタイプで

あり,変形や変成をうける以前のオリジナルな姿を

とどめているものである。この説は1970年 に立見先

生が編者となって出版されたVolcarism and Ore

Genesisに よって広 く世界に受け入れられ,世界中
の鉱床学者の間に黒鉱ブームをまきおこした。黒鉱

見学のため1/C日 本を訪れる鉱床学者があとをた ずゝ,

生
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今では鉱山会社がその応接に悲鳴をあげるほ どにな

っている。

立見先生の普段の御研究や学生の指導ぶりを拝見

して一番強 く印象に残 る ことは,議論にせ よ測定に

せ よ非常な厳密さを要求されることである。議論で

あればいかなるデータに基いてどの範囲にまで言及

しているのか とい うこと,ま た測定であれば精度・

確度の問題 をいつも口にされる。学生は毎年かわっ

てい くがいつ も側にいる我々は本当に耳にタコがで

きるほ どである。ある測定器機を購入 してからブラ

ンクテス トを終えるまで 1年 も 2年 もかかった りす

る。 "石橋 を叩いて叩 き壊す "と 学生が噂するゆえ

んである。

もう一つの印象的な側面は,一見 これとは正反対

に感 じられるのだが,新 しい手段や考え方 に対する

積極的 な姿勢 とでもいうものである。か って黄鉄鉱

地質温度計 なるものが カナグの一学者か ら提唱され

た時に,い ち早 く日本 に紹介 し御 自身で も取組 まれ

た。 これは結局温度計 と しては成功 しなか ったがこ

れなどが良い例であろう。その他,流体色有物や硫

黄同位体の御研究などrCも この姿勢があらわれてい

る。硫黄同位体では従来天然の硫化物間 lFCは 測定で

きるほ どの同位体分別は起つていないとされていた

ものを,先生一流の精密な実験 により分別があるこ

とを実証された。1965年 のこの画期的な論文に より

分別の温度効果 の研究が盛んに行われるようになり,

現在では鉱床学の研究に欠 くことのできない温度計

が確立 されるに至 っている。

立見先生 といえばす ぐに思い出されることは南極

理 学 部 本直物 園 と と も に

小石川植物園を初めて知ったのは,旧 制中学校の

最後の年でした。当時,田 合の蛮からな気風のまだ

残 っていた福岡県立修獣館 (黒田藩の塾のあと )に い

た私は,毎年の夏休みに上京 して,小石川白山神社

の傍にあつた叔父の家に来ていました。白山上から

植物園内を歩いて一廻りして帰るのは,朝 の散歩の

コースの一つで,今 ,農学部林学教室の苗国のある

一角に,裏門がありました。こ かゝらは入って,奥

の日本庭園の池 1/C,蓮 の花が綺麗に咲いていて,池

の縁に近いその一つを手折って,園の職員の方にた

越冬であろう。先生は第一次越冬隊の隊員で,第四

が確立される1/r至 っている。

立見先生といえばす ぐに思い出されることは南極

越冬であろう。先生は第一次越冬隊の隊員で,第 四

次の探険隊の隊長 もつとめられた。第一次越冬では

隊長の西堀氏の言を借りれば (南極越冬記―岩波新

書 ),キ ーマンとしてこの個性的な隊長と他の隊員
との間のクッションの役割を果されたようであり,

この間の事情は上記越冬記 1/C詳 しく,先生のお人柄
がしのばれて興味深いものがある。越冬記では大変

な悪者に書かれている麻雀であるが,た しかに先生

はか好きなようで毎年正月には研究室の者が立見杯

争奪戦と称してお宅へお邪魔する。この仲間内での

先生の腕のほどは中の上 ぐらいであろうか。

南極に関係された数年間は鉱床学の論文 よりは専

ら南極の地質その他の論文を書いておられ, この期

間南極のお仕事にいかに打込んでかられたかが判る。

先生は御自分のことについては殆ど話されることが

ないのでこれは全 くの想像であるが,先生の胸のう

ちにはあの南極の大自然への想いが今でも強 く脈打

っているのではないだろうか。

学術会議地質研連の委員長を長 くつとめられ,鉱

山地質学会会長,国際地質対比計画日本委員会委員

長などを兼ねられお忙 しい毎 日であるが,ま だ意だ

心身ともにお若い先生である。今後共厳 しい御批判

と新鮮な地質観で後進の御指導をいただけるなら本

当に幸いである。先生の御健康 となお一層の御活躍

をお祈りしてやまない。

!睾 潔  夫  (植物園)

しなめられたことを覚えています。こども心にも大

変納得のい く注意をうけ,こ ういうところで;木や
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花を育てることの生きがいというようなものを漠然

と感得 し,何時か, 自分 もやってみたいなと素朴な

憾懐にふけつた記憶がよみがえってきます。10何年

か後,こ の職場で働 くことになつて,立場は逆にな

り,来園するこども達に,植物を傷つけてはいけな

いまと,教育者的な言葉を口にする自分をみいだし,

微苦笑を禁 じえません。

恩師中井猛之進先生は,私達の学生時代,植物園

長をしておられました。学部の最後の学年の終りに,

クラスメートと共に,大学院の願書を先生のところ

に持ってゆき,入学をお願いしたとき,「お前のよ

うな性格のものは,大学以外では通用 しないと思う

から,大学で働け」といわれました。卒業と同時に,

理学部に奉職 し,30幾年,本学部でお世話になるこ

とになり,社会に出たら,世間一般では通用 しない

といわれた私が,今 日まで仕事ができたのは,理学

部皆様のかかげと,感謝 しています。また,大学奉

職中のなかば以上,20幾年かを,植物園で楽 しく勉

強させて頂 〈ようになったのは,矢内原総長のとき,

植物園のちょっとした改革があり,植物教室の当時

の諸先輩の方々で,植物園行さを受けるひとがいな

いので,「お前は,小石川に骨を埋める積夕で行って

みないか。」といわれ,そ の気になったのが転機と

なったのですが,総長在職中,矢内原先生は,屡々

来園され,懐 しい思い出も多々あります。

昭和30年 の春の息ぶきはまだ落着かないところか

らはじまった。植物学教室から植物園へ来て 1年 に

満たない春であったが, この荒廃 した植物園をどう

やって再興 しようかと考えあぐねていた顔が不精髭

と汚れた白衣の中にうかがえた。

先生は大正 4年 6月 25日 福岡に生まれ,昭和12年

松山高等学校を卒業,同年春に東京帝国大学理学部

植物学科入学,同 15年卒業,同年 4月 副手,昭和19

年 9月 18日 助手,同28年 9月 1日 助教授,同29年 11

月18日 理学博士,同50年 8月 1日 教授の略歴を有し,

その間,昭和17年 3月 28日 付にて中華民国出張を命
ぜられ,同年 4月 23日 より7月 6日 まで山西省を中

心に学術調査をされた。その時のメンバーに館脇操

博士の名もあり,ア メーバ赤痢になやまされたこと

数年前,大学附属の植物園が, どうあるべきかと
いう理想像と,現実とのあいだの, ギャップを強 く

感じ, 自分の研究分野の面での勉強と兼ね,国外の

大学所属の植物園,植物学研究室を,で きるだけ訪
れたいと思い立ち,1969,1970 1FC, ヨーロッパ ,主

として西 ドイツ連邦共和国に,在外研究員 として勉

強に行 くことを許され,幾 らかの得るところもあり

ました。1974年 ,1975年 t/C再度,在外研究のため,

渡欧の許 しを得て, コーロツパ数ケ国の大学植物園

(と ,殆んどすべてが,園の中にある植物学研究室)

を訪れ,講義や,学生実習のかたわら,更 にいろい

ろ学ぶことができたことを,大 変有難 〈思 っていま

す。 もう10年 も前,本学部の小石川植物園も,その

利用度 という点で, もっと視野を広 く,理学部全体
で考えて頂 くようにという意見を申しあげたところ,

当時の諸先輩,植物教室の先生方に,お叱りをうけ

たのですが,そのタイミングの是非と,私の説得力
の不足は,痛感 し,反省 していますが,今でも,当時

考えたことが誤っていないという確信は変りません。

現在のところ,園の内部にまだ原動力となるもの

が欠けていることは,た しかです。今後とも,理学

部皆様の温かい御支援をお願いし,そ れにもまして,
この植物園rC職 を奉じてきたものの一人 として,従

来の長いあいだ,学部の寛容の精神にみちた御支持

をいただきましたことを深 く感謝致 します。

幸 男  (植物園)

もありやときく。昭和44年 9月 より昭和45年 11月 ま

で ドイツ国へ出張,次いで,昭和49年 6月 より昭和

50年 6月 まで再び ドイツ国へ出張 され活躍 された。

さて,教室時代が学生期間を入れても約17年,そ
の後の植物園時代が今年で約22年 ,通算40年近 くを

東京大学に縁づかれていたことになる。 とりわけ ,

小石川での生活は因縁浅か らぬものがある。

先生が園に来 られた ころの総長は矢内原忠雄先生

(よ く梅の香 をたの しみに来園された )で ,新渡辺

稲造博士の「世界すべての国民の間の善意の使途 J

とか「 太平洋 の橋になりたいと思 う」のことばに強

く影響されたのではなかろうか。その結果は梅の木

が太 り, セコイヤが空に向かって伸びている,ユ ー

カリが風 にゆられているということで悔 なき園の姿

授
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になったと思 う。

こ ゝまで くるのには大波小波 さまざまであったけ

れ ど,今 1/Cし て思えばたの しい良き想いでになって

いるはず と思 う。

当時,園長 であつた小倉 謙先生 llC精子発見のイ
チ ョウの木に記念碑 を建 てるべ く進言 し,そ の実現
に奔走された ことはつい最近の ことのようである。

故矢内原先生,故岡田要先生 もその除幕式に見えら
れていたが,何 よりもま して,園 にとっては永久 に

残 る歴史的遺産 となった。

系統保存事業の端をつ くられたのも先生 であり,

当時の園芸主任であった故小林幸太郎氏 とともlrc暑

い日も寒い日もともに仕事 されていたのが目に浮か

ぶ。昭和29年 に正式 lra文 部省 より32万 円がついたわ

けで,科 学官であった故百瀬静大博士の助力 ヽ大い

に役立 った。その頃まかれた諸外国の植物のあるも

のは天を圧 して伸びているわけである。こちらから

も外国へ種子 を送 っていたか ら,世界各国の植物園
でも大きく生長 しているわけで,植物学者は もちろ

んのこと栽培家,一般庶民に至るまで広 くその交流

に役立っていることになる。

先生 の御専門はユーホルビアであるが,進化 ある
いは退化の両極端に位置する科 としての興味をか持

ちで入 られたのか ,人間のつ くった科の基準の大い

なる疑間を先 1/Cよ まれたのかはこれか ら先生におき

さしたい ところであるが, これ も,植物園に大変ゆ

昨年 10月 中旬に西之島新島へ行 ってきた。そのこ

とについて,広報編集の方から,何か書 くようか推
めがあったが,そ の後 しばらく方々を飛び歩いてい

る内 に時期 を逸 して しまった。知人か ら受ける質問

と私の話は大体 いつ もきまって次のようなものであ

る。
″
何が目的で,誰 とい させ したか ?タ

「新聞社の企画で,新 しく日本の国土 となった火

山島に, どんな生物が移住を始めたかを調べ ようと

した訳です。新聞社から社会部記者 1名 ,写真部記

者 2名 ,研究者 として動物・植物学関係者各 1名 ,

計 5名 とい う小パーティで した」
″
どうやって行 きましたか?何時間位かかり

昭和17年当時の古沢先生(右)

かりの深い伊藤圭介が「泰西本草名疏」 (1829,文

政12年 )の 中でユーホルビアを欧福爾毘亜 とあてた

漢字に大変巾広いユーモラスな感じをうけるのであ

るがどうであろうか。

ともあれ先生が型破りであったことは自他共にゆ

るすことと思う。その上, まるで停年などという気

をかこさせない若さがあるので,大 いに今後とも植

物園発展のために貢献 していただきたいと思 う。

陸 * (Ef;iE)

ま した ?″

「小笠原行定期船で東京竹芝桟橋を発 ち,二晩船
の中で寝 て約38時間後 に父島二見港 に着 きました。

二見港か らは27ト ンの漁船を雇い,約 10時間後に西
之島新島へ到着 しま した。東京～父島間が 1,000た 2

弱,父島～西之島間が 120た″ですか ら,合 わ せ て

1,100たπ程度の航海で した。一昨年西之島へ行 つた

人が,月 へ行 くより遠かったと冗談 まじりに話 して

いま したが,厳 しい海況 と船足ののろさのため,確
かにそ うい う感じも抱 きますJ

″
ところで,新島の火山活動は もう完全に納

まっているのですか?調査期間中に爆発が起 るおそ

れなどは ?″

話の島新島之西

井重
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「火山活動はまだ細々と進行中ですが,い わゆる

大爆発は,素 人 目には起 りそ うもない感 じで した。

新島には 4つの火 日がありますが,第 3火 口丘の東

側頂上附近 1/Cは弱い噴気が見 られ,時折火山礫が崖

下へ向 って崩れ落 ちていま した。また,第 2火 口丘

頂上の火山灰には明 らかな熱気が感 じられ,残 ク火
の灰の上を歩 くような感 じで した」
″
遭難があったと聞きま したが, あれは ?″

「火山活動 とは直接関係ありません。岬の先端で

測量中に高波にさらわれたのです。東工大大学院博

士課程在学 中の24才 の方で,私達が上陸 した日,偶
々別個に上陸 した火山化学研究グループの一員で し

た。お気の毒なことをしました」
″
楽 しかったこと, うれ しかったことなどは?″

「沢山ありま した。特に新島での夜が思い出に残

ります。アセチレンランプを焚 き,紅茶にウィスキ

ーを滴らせなが ら缶詰を切っていると, ランプの光

に誘われてハサ ミムシが這い出てきた りしま した。

夜空は雲一つな く澄み渡 り,ま ん液るな月が中天に昇

っていま した。黒々と浮 き上った火山丘の麓から,

カツオ ドリが一羽,二羽 と月明か りの空へ飛び立 っ
ていきます。私達の声に安眠を妨げられたので しょ

う。 なにしろ,西之島新島で夜営 をする人類は我 々

が最初 とい うことで,皆 は じゃいでいま した。磯に

出て波打際 を歩 きます と,今度は イワガニが驚いて,

二匹,三匹 と私達の前を横切 って波の中へ消えてい

きま した。火山礫の上に空気 マットを敷 いて天を仰

いでいます と,潮焼け,溶岩焼け した体にどっと眠

気が襲 って きます。私はテン トに入 りま したが,皆

月明 りの中で夜露にさらされたま 眠ゝ って しまうよ

うで した。 しば ら〈すると,誰 かが「 おおい,月 の

光がまぶ しいぞ。スイッチを切って くれ」 などとお

どける声が聞え ま した。眠 りにつ く頃は空は晴れ渡

っていましたのに,夜 中に三度 もスコールがやって

きま した。溶岩の上でごろ寝 した人達は気の毒でし

た」
″
困 ったこととか,つ らかったこともあった

でしょう
″

「船のビッチングとローリングには弱りま した。

水平線が船窓の上下に見え隠れする度 に,体はベッ

トの上で上へ下へ とずるずると引 きずられ,腹 の中

では内臓が右へ左へとねじ寄せ られるのです。黒潮

を乗 り切ってい く小笠原航路のつらさは既に経験ず

みで したので,今回の調査行 も最後まで断 り続けて

新聞社の人を困 らせたもので した。それか ら,新島

の暑 さも相当なもので した。 10月 中旬とい うのに,

照 りつける日射 しは真夏の もので,溶 岩 もまだ冷え

きっていないのではないか と思われる程熱せ られて

いました。休む 1/Cも 緑陰 とい うものがな く,灼熱の

原始の島 とい う感 じを受けま した」
″
何か裏話のようなものはありませんか……

″

「そ うですね。偶然のことですが,テ レビの取材

班 と鉢合わせすることになりま してね。新聞社 とし

ては何 としても記事を先 1/C出 したい訳ですが,小笠

原には滑走路がなく飛行機が使えない。帰 りの船 も

一週間待たなければならない。何か名案はなかろ う

かとい う訳です。手 っ取 り早いのは八丈島か らヘ リ

コプメーを飛ばす ことですが,ヘリの航行能力では西

之島迄は無理 とい うことになり,そ れでは新島の溶

岩上に物干 し台の ようなものをしつ らえて通信文や

フィルムを昂 し,硫黄島か ら飛行機を飛ば して, さ

なが ら鳥が生餌 をさらうように車輪に引 っ掛けて東

京へ持ち帰 るのは どうか という奇抜な案 も検討 され

ていました。 ともあれ,帰 りの船は じけで 4時間近

く遅れ,東京へ着いたのは昼頃でしたのに,翌 日の

夕刊か らシリーズ連載 を始めたのですから, たい し

た早わざで した。それから,取材班の一員で連載記

事を書 いた社会部 T記者は「宗谷」 1/C乗 つて南極 で

一年過 したこともある本学美術史学科卒の変 夕種 ,

写真を撮つた U記者は グェトナム特派員 として数々

の戦火を くぐってきたカメラマン,兼西之島 ダイバ

ー,同 じくF記者 は大学紛争時の安田構堂担当 カメ

ラマン,兼西之島ダイバー, とい うの も変 つていま

した。植物生態学のO氏 は私 とは顔見知 りの間柄で,

本学大学院植物学 コースのOBで した。調査 とは関

係ありませんが,特 ダネが一つありま してね。私達
が新島に上陸 した日,父 島では建設現場 に身を寄せ

ていた指名手配中の殺人犯が,警 視庁か ら張込み中

の刑事に逮捕されるとい う,父 島始まつて以来のニ

ュースがありました。その夜,殺人犯は遭難者の遺

体を乗せた同 じ船で東京へと護送 されていった訳で

す J
″
ところで,生物相の方はどうで した・・・・・・

「一 口に言えば,陸上は極めて不毛で, どこ迄行

って も,溶 岩,ま た溶岩とい う感 じで した。海の中

には結構いろいろな生物が見 られま したが,魚 など

の遊泳生物を除 t/1て は,ま だまだこれか ら先 とい う

印象を受けました J

″
具体的に, どんな種類の生物が どれ位いま

したか ?″
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「まず,陸上動物 として,鳥はカツオ ドリ 1種 .30

30羽余 り。昆虫は全部で 4種 ,内訳は ウスバキ トン

ボ 7～ 8匹 , ハサ ミムシ 6匹 , トビカツオブシムシ

10匹余 夕`, ワタアプラムシ数10匹。陸上植物はグン

バイヒルガオ 1種のみ ―-lm以 上のつるが張 った

もの 1個体 と芽吹いて間 もない もの 2個体。海の生

物 としては,魚 が極めて多種彩々で60種余 り,海藻

は 6種以上,無脊椎動物は巻貝 4種, ウミウン 3種 ,

カニ 3種, ウエ 3種 ,ホ ヤ, エピ,ア ジツボ,サ ン

ゴ, カイメン等 ,25種程見つか りました。海岸動物

として特に多かったのは ,ウ ミウンの一種・50匹以

上 , ヨメガカサ30数匹, コウグカタマキ ビ20数匹 ,

オオイワガニ20数匹, ホヤの一種・20数匹 といった

所で した。別に,調査団が持込んだ と思われるオズ

アカア リ 1匹,漂着 したテ リハボクの種子 1個 も見

つか りました。生物 とは関係ありませんが,廃油ボ

ールが多数打上げ られていま した。

私の読んだ本 (27)

モーリス・バー トン著/高橋景一訳

「動 物 の 第

私達人類が自からの個体自身をも含めて, 自然界

を認識するためには,主 として,五 つの基本感覚―

触覚,聴覚 ,味覚,嗅覚,視覚―を用いている。そ

して「第六感Jと はこれらの感覚では説明 し得ない

自然界の認識手段 lrc対 して用いられ,「 インスピレ

ーション」 とか「霊感」とか呼ばれることがある。

筆者がこの書を手にした時 ,こ の「 インスピレーシ

ョン」について著わしたものであろうかと「第六劇

が働いたのであった。そしてこの「第六感」ははず

れたとも思えるし,叉 ,当 らずとも遠からずとも思

えるのである。

本書は「 The Sixth Sense Of Animals(1973)」

の全訳である。著者のバー トンは英国の動物学者C
多年大英博物館の自然史館動物学部門の担当者 とし

て,ま たイラストレーテッド・ ロンドンーニュース

誌の科学欄編集者 として活躍 し,現在デイリー・テ

レグラフ紙の科学記事の執筆者であるという。著者

自身は野外や室内での実験家ではなく,い うなれば,

さて,そ れでは本題の, これらの生物はいつ頃,

どこから, どうやって来たのか,西之島新島の今後
の生物相はどう発展してい くかについてお話 し致し

ましょう」
″
いや, もう結構…・・″

漂着物。色はプルーで,胴の部分が前後に開く。
はて何でしょう?(lXl)

威 」ヽ (文化放送出版部,1975)

大 森 博 雄 (地理 )

動71/8学 に造詣の深い科学評論家ということができよ

う。

本書の標題は「第六感 (The Sixth Sense)」 と

なって t/1る が,以 下の構成にみるように,五感につ

いても詳細な説明がなされている。

第一章 発見の時代ヘー研究の分水界1949年一

第二章 タツチは大事―触覚の重要性―
第三章 正しい上下関係―平衝と定位のしくみ―

第四章 天地の震えるとき―振動に対する感覚―

第五章 騒がしい世界一聴覚の驚異―

第六章 反響航法―超音波の利用―

第七章 電気魚―途方もない魚たち―

第八章 暑さ寒さ―温度と動物―

第九章 味覚の神秘―味と動物―

第十章 嗅覚の世界一においと動物―

第土章 眼のさまざま―動物の祝党―

第主章 天測航法―太陽と星を利用 して一

第菫章 体内時計―行動の リズムとその謎―

エハ
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第甚章 行動の首飾リー感覚と反応の連鎖―

第主章 知 られざる感覚―「第三の限Jか ら一

著者は1949年 を感覚に関する研究の分水界とみて

いる。この年はミツパチによる太陽の位置の利用に

ついての発見やコウモリによる反響定位の利用につ

いての発見の重要性が認識されようとしていた年で

あり, また, レーダー,赤外線望遠鏡 ,電子顕微鏡
あるいは微小電極の使用が可能になり,それまで憶

測や推測されていたものは実証され,新 しくかつ重
要な発見が相次 く

｀
こととなったという。第二章以下

はそれぞれの感覚について,多 くの研究者が様々な

手段を用いて,実証し, あるいは,発見してい 〈過

程と結果 とが身に迫る思いで, しかし,簡潔に紹介

されている。コウモリの超音波 (低‐域は可聴音 )を

用いての反響航法は余りFCも 有名であるが, ヒナコ

ウモリ科のコウモリはパルス状の超音波を回から出

し, キクガシラコウモリは鼻からビーム状の超音波

を出している。コウモリはガを食するが, このガは

わずか 2個 の感覚細胞でこの超音波を聴き取 り,速

力を増 したり,左右に飛びかつたり,最後の手段と

して,畑 を閉じて地面に落ちるなどの退避行動をと

るという。さらに, 自から超音波を出して, コウモ

リに自分の「まずさ」を知らせるガもいるというこ

とである。

アフリカ産淡水魚ジムナーカス・ナイロチカスは

電場を用いて周囲の状況を知党 し,チ ヨウの味覚器

は足にあり, この働きにより,吻 の伸縮が行なわれ

ている。サクは嗅党により,一本の支流をも違えず

rC誕生地にたどりつき, ある種のガの雄は雌の出す

香水の 2, 3個 の分子が嗅覚器につくだけで, 16

た″離れた所からでも雌を探じあてる。昆虫が花を見

分けるのは,色 というよりも,花弁から反射される

紫外線の模様である。光がはいらず,温度変化もな

い地下の洞窟に 2万 5千年ないし50万 年間生きてき

たある種のザリガニでさえ,呼吸だけのリズムでな

く学部消息〉

1月理学部会合日

く, 日周性の リズムを持つとい う時間の感覚 も興味

を引かれるところである。 これら個別の感覚につい

ての記載の後 に,生 きた動物 では, これらの感覚が

高度 に効率的に協調 して,周囲の状況が把握され,

それ rC対 する行動が とられていることを強調 し,最

後に,松果体,い わゆる「第三の限」 を例にして,

未だ人類に知 られざる感覚の世界のあることを指摘

している。

本書は この他盛 り沢山の事柄が要領 よく,かつ ,

よどみない文章でまとめられている。さらに,各章

毎に現在の研究段階が示され,その将来に示唆が与

えられていることに,読者は研究の発展に対 しての

期待 と夢 とを一層ふ くらませることができる。生物

学 ,ま してや「感覚Jに ついての門外漢である筆者

1/Cは , 自然界の認識手段が多種多様 であることに驚

き,実 は「 自然」は際限な く広が夕続けるか も知れ

ぬ とい う喜 びと,同 時に,い わゆる環境破壊が人類

の認識 している自然の破壊,例えば,生態系の破壊

(こ れは もっと意味深長 なものかも知れぬが )に 止

まらず,未だ認識 されていない自然 まで も破壊 して

いるのではないか と感 じられた。

原著は啓蒙書 として書かれている。訳者あとがき

によれば,「 できる限 日常的な平易な表現によつて,

身近 な例 を交えつつ語 夕進む手際はあざやかである。

英国の教養人に特有のユーモアも随所に見ることが

できる」。各章のタイ トルもユーモアの一つ一つて

あるが,標題の「第六感」 も五感以外の感覚の象徴

として用いられ,い わゆる「第六感」に通づるもの

であると理解 される。本書は これらの表現をそこね

ることなく, 日本人 にとって も解 夕易 く訳 し上げ ら

れている。著者が意図 したであろう科学に対する態

度その ものも文章 の端々に読み取れる。訳者 自身が

著者 に与えた「動物学者 としての著者の見識を読み

とることができる」 とい う一文を筆者は訳者に対 し

ても掲げたいと思 う。

教授会メモ

1月 21日 (水 )定例教授会

理学部 4号館 1320

議事に先だって,大政講師 (鉱物 ),榎 本 講 師

(情報科学 )の 紹介があった。また,去 る 1月 16日

に逝去 された故高宮篤名誉教授の冥福を祈 って黙薦

を捧げた。
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1月
.19日
(月 )

″ 21日 (水 )

〔.助 手〕
教車  官摯|

動 物 助 手
鉱‐惨   ″
地‐質  ′

〔講師以上〕

教筆  官載
燃 物 助 手

地 質  ″

地 球 助 手

地 球

地 球

理機定例交渉  12,30～
'00教  1撻   会   ■.30-440

人

氏   名  発俸 月白
鴫‐  昭1績  51 41
岡 村 富士大  5■ 1.1.
山 口 寿 之 51.2.16

i. 前,回議事1録ゆ線 |

2. 人事異動等報告

3.人事委員会報告(末元)
生 教務委員会華告 C鈴木)
数睾零呆暴
`お
ける騨 目の単位を―専円課目

として認ゆるか否かについて討論が多り,条

件を付して認ゆる方針で,細目の取扱いを教
務委員会に一任することにな,|た。

6.将来計画委員会報告(黒m)
6.理学部長選挙
本年 3月 をもって任期満了する植権 授の後

任 として,日丸教授 (化学 )が選出され.た。

異事

異  動  内
構賀医科大学勁教奨暴倖

篠 験
海洋研究所か嘱 置換

備

大 政 正 鴨 い・■ 1静
鼻麓電8プ

(東業本学講噸 割

複 本 1彦 衛 btt L I籠
胸 虜
級 (蒻
ゞ
詢 理騨 )

11月 海 外 渡 航 者

著

辱撃

所属  官職  氏  名
地 球 教 授 浅 自  敏

立 見‐民

古 屋 逸

新 田

水 谷

渡 航 先 国|

公 海 上
(西太平洋及び
インド洋東部 )

ン  ラ  ン ス

公 海 上

∫フ罐輪ゞ
アメリカ合‐衆国

‐/メ リカ合蒸国‐

渡航期間

■■3～ 2.9

1=ユ 8～ 1.26

1.13～ 2.9

1・ 17～ 2 2

■
‐
31
～521L30

雄

太

渡  薇i  目  1的
西太,平洋及びイン1騨東部0地質・地球物
理学的及|びイヒ学的‐研究 |

国際地質対比計画科学委員会出席

西太平洋及びインド洋東郡

…

地球物
理学‐的及びイヒ学1的研究‐

曇彎傷L毒妻鷲ζ暮
る臨このJ無
=,攀
に

惑辱拳癖璽学に関する研究

癒
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昭和50年 12月 8

専 門 課 程

繁3集 2揺該]
同

同

日付授与者

氏  名
高 梨  進
吉 田 朋 好

理 学 博 士 学 位 授 与 者

論     文     題

翼型を過 ぎる遷音速 ポテ ンシヤル流の厳密解法

On SO13)― actions On homotopy 7-spheres(
の上の SO13)作 用について )

S tress― Induced Ferroelectricity and SOft
SrT103(SrTi03の圧力誘起強誘電的 ソフ ト

目

ホモ トピー 7次元 球面

PhonOn Modes in
フォ ノンモ ー ド )

寛 素

昭和51年 1月 12日 付授与者

専 門 課 程   氏  名
相 関 理 化 学  黒 田 和 史
学 位 規 則  田 辺 国 士
第 3条 2項該当

同    井 上 勝 彦

論 文 題 目

活性化効果か らみた カルボキシペ プチダーゼ Bの 第 2結合部位

Nonlinear progranllning and related linear numerical analysis
(非線型計画法か よび関連する線型数値解析 )

Developnlent of IIigh Tё mperature and High Pressure X― ray
DiffractiOn Apparatus with Energy Dispersive Technique and
lts Geophysical Applications
千ネルギー分散型高温高圧 X線 回折装置の開発 とその地球物理学への
応用

:

編 集 後 記

3月 に退官される四先生の玉稿を中心にした 2月

号は,学年末とかさなり,発行が若千お〈れました。

気分的には,万一印刷技術上, 
″
0秒そ可能な広報

作 り
″
ができれば,退官記念号は, 3月 末 1/C出 す方

がよいかと思いますが,現状では, この季節に出刊

せざるを得ない事情を御了承下さるようお願いいた

します。

″
校正おそるべし 1!″  先月号最終頁の萩原先生

の御名前が「 荻原 」に,「 天体力学の集大成 」とぁ

るべさところを,「 天体からの集大成 」という誤記

のままに出刊 してしまいました。先生 1/Cお詫びする

とともに,読者諸賢も御訂正お願いいたします。
中             ―

―

理 2号館 205号室

理 2号 館 22号室

理 1号館 461号室
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